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みな高野球部の熱い夏
～みな高球児健闘！～

7月６日（土）から「第１０６回全国高等学校野球選手権宮城大会」
が県内各地の球場で開催され、熱闘が繰り広げられました。
南三陸高校は泉松陵高校との初戦（7月９日[火]／仙台市民球場）を

粘り強い試合の結果5対４で突破し、次に続く第2戦（7月14日[日]／鹿
島台中央野球場）では、古豪の仙台工業高校を終始リードする展開で進
み、6対１で圧倒しました。そして、注目の第３戦（7月15日[月]／仙
台市民球場）は県内屈指の第３シード校・聖和学園高校（宮城大会で優
勝）と対戦しましたが、残念ながら2対４で敗北を喫しました。
今大会には、職員・生徒の皆さんのみならず、町民の方々も応援にか

けつけてくださいました。本当にありがとうございました。
白球を追う本校野球部員の姿は、きっと碑として私たちの記憶に留ま

ることでしょう。

7月１１日（木）令和６年度南三陸高校合唱コンクールが開催されました。
同コンクールは、昨年度からクラス対抗を学年対抗の形に編成して行われています。そして、課題曲
（南三陸高校校歌）と自由曲（学年で選出）の２つの楽曲を披露する形で行われ、それぞれ技術力と表
現力が問われます。
コンクール当日は気温が高く、梅雨の湿気が相まってとてもしのぎにくい一日となりましたが、高原

をかけ抜ける爽やかな風の様なハーモニーが会場いっぱいに響き渡り、聴衆を魅了しました。
今年度、金賞の栄誉に輝いたのは、奥行きのある重厚な歌声で他を圧倒した３年生（歌／正解）でし

た。また、銀賞は、旭ヶ浦にこだまする熱唱を披露した２年生（歌／COSMOS）、そして銅賞は、凜
とした秋水のような歌を披露した１年生（歌／心の瞳）でした。おめでとうございます。
審査員としておいでいただきました歌津中学校の佐野先生には、懇切丁寧な講評とアドバイスをちょ

うだいしました。ありがとうございました。

【金賞受賞 ３年自由曲／正解】

第８３号中高連携だより

【楽天モバイルパーク宮城にて】

令和６年度 南三陸高校合唱コンクール
～第３学年 金賞の栄冠に輝く～

【銀賞受賞 ２年自由曲／COSMOS】 【銅賞受賞 １年自由曲／心の瞳】



国際交流／台湾・国立嘉義高級中学来校！
～好久不見（ハオ・ジュー・ブ・ジェン）！／お久しぶりです！～

【ドローン操作・ソフトウェア活用／２年１組】

〖お知らせ〗 南三陸高校・旭ヶ浦祭

〇テーマ
「旭ヶ浦祭２０２４ はじけろ青春ボップコーン（塩キャラメル）～」
〇校内発表 ８月３０日（金）※１５：００仮装行列（さんさん商店街にて）
〇一般公開 ８月３１日（土） ９：５０～１４：００
〇内 容（予定）
・ステージ発表／各部（音楽部・軽音楽部）
・展示、発表、アトラクション／各部・クラス・サークル
・その他／PTA（バザー等）
※内容については変更もあり得ます。
※一般公開は、感染予防・熱中症予防に十分に対策を講じながら実施いたします。

【論理国語の授業にて／３年１組】

7月１７日（水） 台湾から国立嘉義高級中学日本語クラスの生
徒の皆様、教職員・OBの方々、そして南三陸観光協会から随行員
の方、総勢１０数名を南三陸高校にお迎えしました。過去にも南高
通信でご説明しましたが、国立嘉義高級中学は台湾の中央南部に位
置する嘉義市の国立高等学校で、卒業生は台湾の政財界など様々な
分野で活躍している台湾有数の伝統校です。これまで本校を幾度か
来訪しており、なじみ深い学校でもあります。
本事業の目的は、異なる文化や伝統を理解し尊重することを通し

て生徒の国際的な視野を広げるとともに、多様性を尊重する姿勢を
育み、国際社会の有意な形成者として必要な資質を陶冶することに
あります。
今回は、授業体験として「南三陸３１１メモリアル」で伝承ガイ

ド実習を経験し、バディ生徒と授業に参加したのち、年中行事であ
る防災避難訓練にも参加しました。防災意識の高い本校の先進的な
取り組みは、きっと嘉義中学の皆さんに強く印象づけられたのでは
ないでしょうか。放課後には弓道部と交流会を持ちました。またお
会いしたいですね。

『令和６年度 宮城県南三陸高等学校 第１回学校運営協議会開催』
～教育活動の更なる充実を目指して～

6月６日（木）志津川中学校を会場として、中高連携三校
（歌津中学校・志津川中学校・南三陸高校）の教員全体会が行
われました。
全体会に先立ち、基礎学力向上部会、進路指導部会、特別活

動部会、進路指導部会の４つの専門部会が開催され、教育環境
を取り巻く様々な課題の確認や情報交換が活発に行われました。
全体会では、事務局から昨年度の事業報告と今年度の事業計画、
そして昨年度から始まった全国募集にかかる南三陸高校の取り
組みについての現況報告がなされました。その後、部活動顧問
会、教科ごとの分科会と続き、忌憚のない意見交換が行われま
した。

『南三陸町地域連携型中高一貫教育推進協議会 令和６年度中高教員全体会』
～中学・高校-継続した教育を～

6月１８日（火）令和６年度宮城県南三陸高等学校 第１回学校運営協議会が開催されました。同協
議会は教育活動の改善及び充実を図ることを目的としており、協議会委員の中に、起業家部会、交流
コミュニティ部会、環境・防災部会の３つの部会を置き、学校の職員が事務局を
担当しています。
第１回の協議会では、設置等に関する規則や運営に関する要
綱の確認、昨年度の学校評価と予算措置についての報告がなされました。次い
で、学校の各分掌部長から学校運営に関する事項の報告と、協議会の３つの部
会からは事業計画についての説明がなされました。そして最後に、より良い南
三陸高校づくりを実現させるための活発な意見交換が行われました。第２回の
協議会は２月の予定です。

【分科会（国語部会）】
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